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1 財務報告に係る内部統制の確立

１



© Hitachi, Ltd. 2007. All rights reserved.

企業活動の社会責任
ー企業倫理・営利追求ー

「内部統制」について体系的・網羅的に評価して

外部に説明できるようにすることが新たに求められる。

事業の継続性
危機管理活動の説明

正しい記録の保管機密管理

企業の社会的責任

企業活動の社会的責任

企業活動の透明性

粉飾決算

虚偽記載

情報漏えい

1
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財務報告の信頼性から見た統制の全体像

業務の有効性と効率 財務報告の信頼 法令の遵

財務・会計

人事
販売
管理

顧客
管理

財務報告

統制（コントロール）事前対策によりリスクを防ぐ
規則/手順の指示

規則通りに業務/活動が行われている

規則・規定

監査・不備

 
業務改善

統制された行動

1
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ITに係る統制

業務処理統制

内部統制のフレームワーク（金融庁
 

実施基準より）

全社的な内部統制
連結ベースの財務報告全体に影

 
響を及ぼす内部統制

業務プロセスに係る内部統制

適切な統制が

 
全社的に機能

 
していることか

 
どうか心証を

 
得る。

それに基づき、

 
虚偽記載につ

 
ながるリスク

 
に着眼して業

 
務プロセスに

 
係る内部統制

 
を評価。

全社的な内部統制

ITへの対応

統制環境

ﾘｽｸの評価と対応

モニタリング

情報と伝達

統制活動

全社的な統制

業務プロセスに係る内部統制
業務プロセスに組み込まれ一体となって遂行される内部統制

入力情報の完全性、正確性、正当性等を確保する統

例外処理（エラー）の修正と再処

マスタ・データの維持管

ｼｽﾃﾑの利用に関する認証、操作範囲の限定などｱｸｾｽの管

IT全般統制
ＩＴの開発、保守に係る管

システムの運用・管

内外からのアクセス管理などシステムの安全性の確

外部委託に関する契約の管

財務報告における記載内容の適正性
・組織構造及び慣行 ・

 

権限及び職責 ・

 

人的資源に対する方針と管

担保する担保する

担保する担保する

1
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財務諸表に係る業務が
会社の規則通りに
仕事されている。

会社規則は、内部統制

 の視点からリスクを回

 避するものとなっている。
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業務に組み込まれたITが
正当に運用・開発（保守）

されている。
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会社規則は、内部統

 

制の視点からリスク

 

を回避するものとなっ

 

ている。

行動原則の説明

行動記録の説明

内部統制監査（業務監査）

 財務報告に係る業務の正当性を説明する

正当な行動の説明 規則・規定規則・規定

行動の記録

帳簿 証憑

稟議の記録 突合せ記録

アプリケーション
データの流れ

業務フローの明示業務フローの明示
規則・規定の正当性の

 
説明

リスクコントロールマ

 
トリクスの明示

 

リスクコントロールマ

 
トリクスの明示

情報システム運用・保守の記録
システム変更記録・エラー記録

データのログの取得と

 
監査

業務記述書業務記述書

統制された業務展開している
ことを説明

日常業務の記録
規定された仕事の手順を踏んでいる説明

内部統制を説明するために。。。

 業務を可視化（説明するための文書化）

 文書化されたとおりに業務が遂行できていることを説明するための記録

財務諸表に係る業務が
会社の規則通りに
仕事されている。

1
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内部統制とIT

２
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業務プロセスとITの関係性

ITに係る統制

業務処理統制

業務プロセスに係る内部統制

業務プロセスに係る内部統制
業務プロセスに組み込まれ一体となって遂行される内部統制

入力情報の完全性、正確性、正当性等を確保する統

例外処理（エラー）の修正と再処

マスタ・データの維持管

ｼｽﾃﾑの利用に関する認証、操作範囲の限定などｱｸｾｽの管

IT全般統制

ＩＴの開発、保守に係る管

システムの運用・管

内外からのアクセス管理などシステムの安全性の確

外部委託に関する契約の管

財務報告における記載内容の適正性
・組織構造及び慣行 ・

 

権限及び職責 ・

 

人的資源に対する方針と管

担保する担保する

担保する担保する

開始 承認 記録 処理 報告

売上計上 売上承認

売上登録 売上処理

財務報告の
作成

計上者
承認者
費目
・・・・
関連 帳票・・

システム
運用

保守（変更）

ITに係る業務

業務

開発 変更

テスト

承認

登録

業務を開始し、記帳していく流れ。その中で、シ業務を開始し、記帳していく流れ。その中で、シ
ステムの運用は業務の一貫として操作される。ステムの運用は業務の一貫として操作される。

２
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業務プロセスとITの関係性２

業務処理統制の延長で
 

ITは・・・
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業務処理の中で実行すべき統制の例

コントロールの種類 内容

照合/調整

承認/決裁

管理者によるレビュー

予算/指標対比

職務の分離

2つの項目（数値）が一致あるいは整合しているかどうかを確認する統制

定められた方針や手続に従って、承認権限者が取引の実行や処理の開始等を許可・決裁

 
する行為

作業を実施した者以外の者で、その作業を分析/監査する立場にある者が行う分析や監視。

 
（相互レビューも含む）

管理者が、予算比または前年比等の指標を使用して、目的達成の進捗状況の評価、異常

 
値等を抽出すること

 

。

誤謬や不正行為の発生及び隠蔽を防ぐために、職務分掌及び職務権限を適切にする統

 
制 。

●　業務処理の中では次のような統制によりリスクを排除している。

２



© Hitachi, Ltd. 2007. All rights reserved.

日常で必要になる業務とITの関係（例）

要求元 経理部門 情報システム

審査

作成

承認

入力

確認

日計・配布

突合確認

保管

出納・・・

会
計
シ
ス
テ
ム

データの発生と承認の統制

データ入力の統制

データ処理の統制

データ出力の統制

不正操作などの統制

２
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リスクの例

要求元 経理部門 情報システム

審査

作成

承認

入力

確認

日計

突合確認

保管

出納・・・

会
計
シ
ス
テ
ム

存在しない取引を

 
申請するなど
ミス・不正

入力を間違える
ミス

決定権限が無

 
いのに決裁

仕訳のルールに沿

 
わないで計上

法定の保管ルール

 
に沿わないで説

 
明できない

２
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コントロールの例

要求元 経理部門 情報システム

審査

作成

承認

入力

確認

日計

突合確認

保管

出納・・・

会
計
シ
ス
テ
ム

存在しない取引を

 
申請するなど
ミス・不正

入力を間違える
ミス

決定権限が無

 
いのに決裁

仕訳のルールに沿

 
わないで計上

法定の保管ルール

 
に沿わないで説

 
明できない

●ワークフローなどの記録を●ワークフローなどの記録を

 
伴わないオペレーション以外伴わないオペレーション以外

 
を認めないを認めない

●入力時にエラーチェックする。

入力内容のチェッ

フォーマットチェッ

必須項目チェッ

バランスチェッ

リミットチェッ

マッチン
●業務権限とシステム利

 
用権限を管理する。

アクセスコントロー

●突合せの計上確認や全

 
体のデータチェックする。

承認記録の保管

訂正・加除の処理

処理ロジック・処理データの整合

例外処理レポー

システム間のデータ整合

例外処理レポートの保

期限日以降の更新排除日時処理（記録日時の追加）

コントロールトータルチェッ ●情報保管のサイクル確立

２
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処理結果
突合せ

受注情報入力・確認 受注確認 出荷情報入力・確認 出荷確認

入力 受付
入力

部門をまたがるデータの信頼性

承認

販売管理システ販売管理システ

入力 処理 出力

開発 変更

テスト

承認

登録

販売リスト

出荷処理
指示

出荷管理システ出荷管理システ

開発 変更

テスト

承認

登録

入力 処理

現品
突合せ

出力

承認
出荷

出荷リスト 計上

部門をまたがった処理に関しては、「データの再入力」など業務の分断される場所に部門をまたがった処理に関しては、「データの再入力」など業務の分断される場所に
リスクが入り込みやすいと言われる。リスクが入り込みやすいと言われる。

入力を間違える
ミス

２
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業務プロセスとITの関係性２

IT部門の組織化・業務化を促す
IT全般統制



© Hitachi, Ltd. 2007. All rights reserved.

IT運用業務の全体像

ＩＴ運用業務

新規開発、変更・保守 アクセス管理

アプリケーション開発

ユーザ
アクセス権

管理

ＩＴ管理者
アクセス権

管理

インフラ構築 構成管理

ユーザ教育プロジェクト管理

外部委託管理

運用・管理

データ管理

システム開発

設備管理　etc マシン室入退室管理

：IT運用業務

開発

テスト 本番移行

変更
実行

調達

障害
故障

監視

ID登録 ID登録

ID変更 ID変更

障害
対策

障害
管理

ジョブ管理

システム運用

修正・削除
バック
アップ

：作業

Ｉ
Ｔ
資
源

データ

アプリケーション
（プログラム、
画面定義、
パッケージ、

ユーティリティetc）

テクノロジ
（ＯＳ、ＤＢ、ハード、

ネットワークetc）

設備
（サーバルーム、

建物etc）

人
（利用者、

ＩＴ管理者、ベンダーetc）

導入

ｽｹｼﾞｭｰﾙ

設計

依頼

２
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日常で必要になるIT運用業務とITの関係（例）

依頼書作成

依頼書承認

受付

登録

○
○
シ
ス
テ
ム

スケジュール変更、
データ修正依頼

ユーザ システム運用部門 情報システム

臨時業務、データ

 
変更事由等発生

スケジュール変更、
データ修正

確認・承認

稼動監視リスト出力
データ提供

突合確認

非
定
型
業
務

非
定
型
業
務

定
型
業
務

定
型
業
務

データの

 
保管

バックアップ

データ入力

２
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依頼書作成

依頼書承認

受付

登録

○
○
シ
ス
テ
ム

スケジュール変更、
データ修正依頼

ユーザ システム運用部門 情報システム

臨時業務、データ

 
変更事由等発生

スケジュール変更、
データ修正

確認・承認

稼動監視リスト出力
データ提供

内容チェック

データの

 
保管

バックアップ

データ入力

リスクの例

非
定
型
業
務

非
定
型
業
務

定
型
業
務

定
型
業
務

変更･修正ミス

 
による不正デー

 
タの生成

属人化していて

 
不正・ミスが

 
わからない

更新権限が無い

 
のに不正利用

システムダウンに

 
よる業務の中

 
断・遅延

２
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依頼書作成

依頼書承認

受付

登録

○
○
シ
ス
テ
ム

スケジュール変更、
データ修正依頼

ユーザ システム運用部門 情報システム

臨時業務、データ

 
変更事由等発生

スケジュール変更、
データ修正

確認・承認

稼動監視リスト出力
データ提供

内容チェック

データの

 
保管

バックアップ

データ入力

コントロールの例

非
定
型
業
務

非
定
型
業
務

定
型
業
務

定
型
業
務

変更･修正ミス

 
による不正デー

 
タの生成

属人化していて

 
不正・ミスが

 
わからない

更新権限が無い

 
のに不正利用

システムダウンに

 
よる業務の中

 
断・遅延

●変更などの業務を明

 
示して、規則化する。

変更管理

システム構成管

プログラム構成管

プログラム配布管

案件管理

変更履歴の保管

ID管理

アクセス管

●開発・テスト・更新など役

 
割に従った権限管理

●適切な基準に基づ

 
いた

 

バックアップなど

２
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：テストの流れX

システシステ

業業

システシステシステシステ

ジョブジョブA1A1

ジョブジョブB1B1

ジョブジョブC1C1

ジョブジョブA2A2

ジョブジョブB1B1

ジョブジョブC1C1

ジョブジョブA2A2

ジョブジョブB2B2

ジョブジョブC1C1

業業 業業

ジョブA　06.12.1変更

ジョブB　07.3.1変更

変更履歴

①

期初 期末期中

システム検討

 
依頼書（承認）

テスト結果報

 
告書（承認）

本番登録申請

 
書（承認）

②

③

④

変更(A1→

 

A2)

システム検討

 
依頼書（承認）

テスト結果報

 
告書（承認）

本番登録申請

 
書（承認）

変更（B1 →

 

B2)

○ システムの動作や保守・運用が業務処理の統制に影響が無いことを示すことがIT全般統制である。

 
IT全般統制で必要になる証跡は、ITシステムの保守・変更に伴う行為が正当な理由に基づいて、正確に実行されたことを

 
第三者（監査人など）に説明をする目的を持つ。

○ジョブの保守（変更）の例では、「ジョブの変更理由となる依頼書」、「依頼に基づいて、変更をした記録」に加えて、正しく変更した

 
ことを示すことができるように「システムから出力することができる

 

システムの変更記録」が有用である。監査する視点では、

 
該当の期間での変更の総量（回数）や変更の一覧から変更の記録をたどって正確・正当な変更作業されたことを突き合わせて

 
いく。

IT全般統制における証跡

変更ログ
アクセスログ

変更ログ
アクセスログ

２
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ＩＴに関係する内部統制のポイント

••業務に関する「規則・基準」のシステムへの織り込み（確認）業務に関する「規則・基準」のシステムへの織り込み（確認）
••部門間のデータ移転（転送）に関する運用の明示部門間のデータ移転（転送）に関する運用の明示

••システムの変更や更新に伴うリスクを排除する。システムの変更や更新に伴うリスクを排除する。
••定常の仕事の中で必要な情報の認識を持つ定常の仕事の中で必要な情報の認識を持つ

ＩＴ全般統

ITに係る業務処理統

••バックアップの取得と証跡（エビデンス）の維持（ＩＴ部門に期待）バックアップの取得と証跡（エビデンス）の維持（ＩＴ部門に期待）

証跡（エビデンスの維持）

２
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内部統制とIT部門の役割・今後のIT

３
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業
務
処
理
統

内部統制の進行とＩＴ部門の役割

リスクの抽出とリスクの抽出と
コントロール明文化コントロール明文化

ＩＴ業務の文書化ＩＴ業務の文書化

業務規則の棚卸業務規則の棚卸

ITITインフラの把握インフラの把握

リスクの抽出リスクの抽出

ITIT関連規定の文書化関連規定の文書化

文書の維持・変更管理文書の維持・変更管理

業務記録・証憑の保管業務記録・証憑の保管

情報の開示・証憑の提示情報の開示・証憑の提示

業務のモニタ業務のモニタ//
エラー検知の運用エラー検知の運用

ＩＴ業務の維持ＩＴ業務の維持

業務処理の変更業務処理の変更

自動化自動化
関連システムの統合関連システムの統合

アプリケーションの修正アプリケーションの修正

ITIT業務プロセスの変更業務プロセスの変更

ITIT業務プロセスの自動化業務プロセスの自動化

文書化と整備文書化と整備

Ｉ
Ｔ
業
務
処
理
統

フローチャートフローチャート
記述・ＲＣＭ記述・ＲＣＭ

業務とシステム運用の業務とシステム運用の
関連性把握と明文化関連性把握と明文化

業務規則とＩＴ仕様の業務規則とＩＴ仕様の
確認確認

Ｉ
Ｔ
全
般
統

改善改善 継続実施継続実施

ＩＴ部門の関与が必要な範囲

文書化の整備し、不備や根本の改善を実施していく場合や継続的に統制を実文書化の整備し、不備や根本の改善を実施していく場合や継続的に統制を実
施する場合には、ＩＴ部門の関与する範囲が大きくなる。施する場合には、ＩＴ部門の関与する範囲が大きくなる。

ＩＴ業務記録の保管・提示ＩＴ業務記録の保管・提示

３
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★ 過剰な対応による運用上無理のある業務

　　↓

業務が形骸化、ルールが守られない

内部統制整備における現状と課題

文書化と整備文書化と整備 文書化と整備で生まれる課題・・・

<業務の見える化>
　・規定類の整備
　・業務を明文化

→ リスクを把握

<モニタリング>
　・証跡による、

 業務運用の証明

　・不備の洗い出し

→運用上の不備を把握

★ 多量の証跡(管理文書)が各部門で発生、

 各部門で保管

　　↓
監査対応工数の増大

運用Ｇ
情報システム企画部

（以下、（シス企）と記載）

２
．
シ
ス
テ
ム
基
本
計
画

区分
（フェーズ） 開発G

１
・
開
発
実
施
依
頼
受
付

システム
各オーナー部門（主管部門）

業務フロー

システム基本計画書
（開発Ｇ主任審査印）

終了

Yes
No

ｼｽﾃﾑ基本計画の策定

システム基本計画の
レビュー

システム基本計画書
妥当性確認

開始

システム基本計画書
（開発G/（シス企)課
長、主管元承認印）

W2 C2

ｼｽﾃﾑ開発依頼
実施受付/承認

W１

実施承認？

ｼｽﾃﾑ開発
依頼ﾜー ｸﾌﾛー

（案件スタート処理）

【１－2】

【2-1】

【2-2】

【2-3】

C１

ｼｽﾃﾑ開発
実施依頼

【１－1】

ｼｽﾃﾑ開発
実施却下確認

非実施の場合は連絡

【1－3】

ｼｽﾃﾑ開発依頼画面
開発実施依頼
(主管元責任者
実施依頼情報)

実施依頼入力

ｼｽﾃﾑ開発依頼
台帳

フェーズ

統
制
番
号

統
制
上
の
要
点

内容

(①誰が ②何をもとに ③何をする)

要約

1 R1 ユーザ要求に基づか
ないプログラムが作
成され、本番環境で
不適切な処理が実行
される。

ユーザ要求に
基づかないプ
ログラム開発

1.開発実施依
頼受付

1-2 ｼｽﾃﾑ開発依頼
実施受付/承認

C1(1) K ①開発Gの課長が、
②システム開発依頼画面をもとに
③システム開発案件がユーザ要件に基づき作
成されていること、必要な情報が漏れなく正
確に記載されていることを、主管元責任者の
承認を確認することによって判定し、承認し
ている。

システム開発実
施承認

①システム開発依頼
画面の開発G課長承
認ステータス

2 2.システム基
本設計

2-3 システム基本計
画のレビュー

C2(1) K ①開発G課長、（シス企）課長、主管部門責
任者が
②開発G課長確認印のあるシステム基本計画
書をもとに
③システム基本計画がシステム開発案件に基
づき作成され、組織の中期計画と合致してい
ること、ユーザ要求が漏れなく正確に反映さ
れていることを確認し、承認している。

システム基本計
画の承認

①システム基本計画
書の開発G課長、
（シス企）課長、主
管元責任者の承認印
②システム基本計画
書レビュー報告書

3 3.システム設
計・開発（基
本設計）

3-3 システム基本設
計のレビュー

C3(1) K ①開発G課長、運用G課長、（シス企）課長、
主管部門責任者が
②開発Gと運用Gの課長確認印のあるシステム
仕様書（インフラ仕様を含む）、システム計
画書（負荷テスト、インターフェーステス
ト、移行テスト、運用テストを含む）をもと
に
③システム仕様書、テスト計画書がユーザ要
求を満たすように適切に作成されているこ、
ユーザ要求が漏れなく正確に反映されている
ことを確認し、承認している。

システム基本設
計の承認

①ｼｽﾃﾑ仕様書の開発
G課長、運用G課長、
（シス企）課長、主
管元責任者の承認印
②ﾃｽﾄ計画書の開発G
課長、運用G課長、
（シス企）課長、主
管元責任者の承認印
③ｼｽﾃﾑ基本設計ﾚ
ﾋﾞｭｰ報告書

コントロール

証憑

リスク

場所

No
リ
ス
ク
番
号

内容 要約
業務

コントロール

正
当
性

完
全
性

正
確
性

機
密
性

予
防
的

発
見
的

手
作
業

自
動

有効
性

(Y/N)
実施日 実施者

有効
性

(Y/N)
実施日 実施者

システム開発基準
3.1開発計画・承認

○ ○ ○ ○ ○ ○ 都度
(5件/
年)

システム開発基準
3.1開発計画・承認

○ ○ ○ ○ ○ 都度
(5件/
年)

システム開発基準
・3.3システム設計

○ ○ ○ ○ ○ 都度
(5件/
年)

備考

統制目標

規定文書

統制設計の評価

周期
(頻
度)

運用テストの評価統制のタイプ

不
備
の
改
善

リスクが

 増大

説明困難

★ 部門を横断したカイゼンが必要だが
個別でやってしまう・・・

↓
部門間で矛盾を抱えたまま

全体最適

 化が困難

３



© Hitachi, Ltd. 2007. All rights reserved.

Ｊ-Ｓｏｘ対応前 Ｊ-Ｓｏｘ対応後

熟練者が業務フローなしで対応
・業務フロー、承認処理が無くとも
　担当者が独自に最適な判断

担当者

登録

ユーザ

明文化された業務フロー
・確実な承認処理、決められた業務
　フロー以外のやり方の禁止

承認者Ａ 承認者Ｂ

担当者
承認後ユーザ

承認

承認依頼

登録

“統
制
”

財務リスクの低減は達成するが。・・・ 一方で 管理工数の増大 （管理コストの増加）

・以前と比べて煩雑な
運用を強いられる

・増大する証跡等の保管

担当者

承認
とりあえず

 

承認。。。

証跡を必ず残すための

 膨大なドキュメント量

依頼書

電話で依頼

口頭で承諾 独断で変更

Ｊ-Ｓｏｘ対応後の課題　（リスクと効率のバランス）

説明困難

リスクが

 増大

３
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説明に足る情報の関連性維持とその保管

領 収 証

印
紙

金額

様

領 収 証

印
紙

金額

様

領 収 証

印
紙

金額

様

原始証憑

買掛金伝票 インプット

伝票

 
No.

納品書

 
No. 金額

060831 
01 2256 675,38 

3

3386 83,255

買掛金/未払金 補助元帳

イロハ商事
勘定科目

 

伝票No
2511-555

 

06083101

 

675,383
06083002   832,255

勘定科目別合計

 

2511-555

 

1,507,638

2256

総勘定元帳

勘定科目

 

入力

 

発生金額

2511-555  0910

 

1,507,638

試算表

貸借
対照表

損益
計算書

納品書

帳
証

稟議の記
突合せ記

関連性を
維持し
保管する

説明

 困難
全体最

 
適化が

 
困難

３
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••リスクの程度に合致した統制の見直しリスクの程度に合致した統制の見直し
••ワークフローの導入ワークフローの導入
••ITIT部門でのサービスデスクの導入部門でのサービスデスクの導入

••各部門依存となっている情報管理の方法各部門依存となっている情報管理の方法
ををITIT部門主導に誘導部門主導に誘導

••保管管理規定などから仕組みを提案保管管理規定などから仕組みを提案

••ガバナンスでの誘導（ガバナンスでの誘導（ITITガバナンスを活用）ガバナンスを活用）
••ITIT部門主導で、業務データの統合やシステ部門主導で、業務データの統合やシステ
ムの最適化ムの最適化

★ 過剰な対応による運用上無理のあ

 る業務
　　↓

業務が形骸化

内部統制整備における現状と課題

J-SOX対応で新たに生まれた課題

★ 多量の証跡(管理文書)が各部門で

 発生、各部門で保管

　　↓
監査対応工数の増大

リスクが

 増大

説明困難

★ 部門を横断したカイゼンが必要だが
個別でやってしまう・・・

↓
部門間で矛盾を抱えたまま

全体最適

 
化が困難

IT部門に課せられた課題

統治

統合

抗形骸化

３
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出荷

注文書
出荷

指示書

出荷
指示書

確認 承認作業 証拠・証跡（エビデンス）

受注

突合せ

承認

確認書

注文書 確認書
出荷

承認書

出荷

注文書
出荷

指示書

売上
計上

受領書

出荷
指示書

受領書

突合せ

受注

確認書

売上
承認書

確認書受領書
出荷

指示書

受領書
出荷

指示書

承認

出荷
指示書

統制は全体を見ながら判断する

システムの要件

売上
デー

受注
デー

売上
入力

承認
入力

受注
入力

承認
入力

関
連
性
を
維
持
し
、
証
拠
・証
跡
で
説
明
で
き
る
。

入力の制

部門間の
データ連

関連性の確

日常での入力チェッ

 
クだけでなく、周辺

 
業務との矛盾を示す

 
ことが可能な入力時

 
の予防的な検査

組織内だけでなく、

 
組織間、業務間、さ

 
らには会社間を渡る

 
形での情報の移転

必要な時に参照でき

 
る形式や関連性を

 
持ったデータの維持

業務の変化に追従できる。

３
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業務処理のコントロール
(Business Process Management) 内

部
統
制
が
有

財務会計販売

領 収 証

印
紙

金額

様
領 収 証

印
紙

金額

様
領 収 証

印
紙

金額

様

説明責

業
務
に
ミ
ス
や
不
正
が
な
い

情報システムとしてのIT

ビジネスプロセス

証拠・証跡（エビデンス）の関連性を維持した保管
（Record Keeping）

処理
（Procedure)

処理
（Procedure)

処理
（Procedure)データの連動 データの連動

ビジネスプロセス ビジネスプロセス

IT

運
用
・
保
守
の
業
務

共通したデータ管理（マスタデータなど）

システム利用者の管理

３

システム運用の管理
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業務処理のコントロール
(Business Process Management) 内

部
統
制
が
有

財務会計販売

領 収 証

印
紙

金額

様
領 収 証

印
紙

金額

様
領 収 証

印
紙

金額

様

説明責

業
務
に
ミ
ス
や
不
正
が
な
い

情報システムとしてのIT

ビジネスプロセス

証拠・証跡（エビデンス）の関連性を維持した保管
（Record Keeping）

処理
（Procedure)

処理
（Procedure)

処理
（Procedure)データの連動 データの連動

ビジネスプロセス ビジネスプロセス

IT

運
用
・
保
守
の
業
務

３

電子フォームワークフローセット

共通したデータ管理（マスタデータなど）

システム利用者の管理

システム運用の管理
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内部統制をもっと強化したいのだが・・・

業務イメージ例

 

（各種申請・承認手続き）

申請書作成

課長

部長

部門内

申請書

申請書

統制を強化しようとすると・・

金額によって
本部決裁

本部

申請書

審査委員会
（決裁/差戻し）

決裁ルートの
詳細化・厳密化

補完的統制の追加
（突合せ、前期比チェック等）

監査に備えた
証拠・証憑書類の

ファイリング

　●

 

統制活動に要する時間によって、業務効率が（ますます）低下する

　●

 

紙で書類を保管しているため、過去の案件の監査・検証が困難

　●

 

案件の承認進捗状況が把握できず、滞留や決裁漏れを防ぎきれない

業務処理統制の強化に伴う悩み３

確認

部門内承認

決裁
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ルールどおりの業務の維持と証跡の確保

電子フォームワークフローセット

電子フォームワークフローによる業務プロセスの自動化

　●

 

配送の自動化・柔軟なルート定義により、業務効率向上と確実な統制を両立できます。

　●

 

作業の滞留状況がリアルタイムに把握でき、早期に対策が打てます。

DocumentBrokerによる証跡・履歴情報の確実な保管

　●

 

電子化した証憑書類や作業ログを保存し、業務の正当性を証明する証跡を残せます。

　●

 

監査時に必要となる情報は、文書検索機能により迅速的確に取り出せます。

３
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導入事例１：申請・決裁業務のスリム化と統制強化

部内審査 審議 決裁 報告

○○費支払ビジネスプロセス定義

出張先出張先 　　　　　　　　　　　　　　　　　本　　　　　　　　　　　　　　　　　本

経費経費

交通費交通費

宣伝費
支払

宣伝費
支払

申請者通知

起案部門 審議・決裁部門

報告審議

関連部門

申請書類 作業ログ

【ＤＢサーバ】

経費経費

交通費交通費

宣伝費
支払

宣伝費
支払

社内ＬＡＮ

IP/

 
VPN

３

作業トレース表示
→監査作業の省力化

証跡(証憑書類、作業ログ)の取得

業務の流れと
権限分掌の明確化

統制のフローへの埋め込み

案件進捗状況の把握

従来の帳票と
同じイメージでの
申請業務を実現

従来の帳票と
同じイメージでの
申請業務を実現

モバイル環境からの
申請・承認

モバイル環境からの
申請・承認

・ビジネスプロセス定義の過程で業務の流れの明確化とスリム化を実現。
・内部統制監査対応時の作業の省力化が期待できる。
・業務のボトルネックが可視化されることにより、業務改革に向けた検討が可能に。
・使い慣れた帳票イメージのまま電子化。入力値のエラーチェックも。

導入効果
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導入事例２：複数部門間をまたがる業務の自動化と統制３

生産本部 生産部門営業部門

支店１

：：

注文受付･手配

生産手配

Ａ工場
生産登録・更新

本社

情報システム部

本社

マスタ登録

製品マスタ

支店２
注文受付･手配

支店６
注文受付･手配

Ｄ工場
生産登録・更新

Ｂ工場

生産登録･更新

単価マスタ

工程マスタ

：：

販売管理

生産管理

決裁書類

手動
更新

手動
更新

ＦＡＸＦＡＸ ＦＡＸＦＡＸ ＦＡＸＦＡＸ

注文書

注文書

生産手配

生産手配

決裁書類

決裁書類

基幹システム

部門をまたがる際には書類をFAX送信し、次工程で再入力

入力ミス、送信先誤り、案件の滞留や決裁漏れ等のリスクが潜在

従来方式

注文書

注文書 生産手配
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導入事例２：複数部門間をまたがる業務の自動化と統制３

生産本部 生産部門営業部門

支店１
注文受付･手配

生産手配

Ａ工場

情報システム部

本社

マスタ登録

製品マスタ

支店２
注文受付･手配

Ｂ工場

生産登録･更新

単価マスタ

販売管理

基幹システム

注文受付から手配、生産、基幹システムへのデータ登録までを一貫して自動化
部門間でのデータ受渡し（送信、再入力）に伴うリスクを排除
案件の滞留や決裁漏れも防止

導入後

受注･生産業務ビジネスプロセス定義

進捗データ作業の進捗をビジュアルに把握作業の進捗をビジュアルに把握 基幹システムのデータを自動更新基幹システムのデータを自動更新

マスタ登録生産登録・更新生産手配注文受付・手配

ＷＦＷＦ 生産登録・更新 自動
更新

自動
更新

ＷＦＷＦ ＷＦＷＦ

本社

工程マスタ

生産管理
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業務処理のコントロール
(Business Process Management) 内

部
統
制
が
有

財務会計販売

領 収 証

印
紙

金額

様
領 収 証

印
紙

金額

様
領 収 証

印
紙

金額

様

説明責

業
務
に
ミ
ス
や
不
正
が
な
い

情報システムとしてのIT

ビジネスプロセス

証拠・証跡（エビデンス）の関連性を維持した保管
（Record Keeping）

処理
（Procedure)

処理
（Procedure)

処理
（Procedure)データの連動 データの連動

ビジネスプロセス ビジネスプロセス

IT

運
用
・
保
守
の
業
務

３

共通したデータ管理（マスタデータなど）

システム利用者の管理

システム運用の管理
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定型運用作業の自動実行３

日々実行される業務を自動化することでシステムを正しく動かし、

 人手を介することによるリスクを軽減します。

例えば、次のようにリスクを回避できます
•スケジュールに従った自動運転のため、作業の遅れが発生しない

•ファイル転送ミスによるデータの欠落をチェック

•全データがそろってから計算を実施

•チェックも自動化し、問題があれば処理を中断

東京営業所

大阪営業所

センタ

バックアップ

発注伝票

カレンダーから、

 
平日の決まった時間に

 
ジョブを自動実行

FTPも自動化。

 
正しく転送されたか

 
をチェック

全データが到着した

 
ことを契機にジョブを

 
自動実行

データに問題があれば後続

 
のジョブを実行せず、上長

 
にメール発信

全てのチェック項目で正し

 
いと判断された帳票なので、

 
この帳票は問題なしと宣言

 
できる。

 

全てのチェック項目で正し

 
いと判断された帳票なので、

 
この帳票は問題なしと宣言

 
できる。

データチェック

売り上げデータ

売り上げデータ

売り上げデータ

売り上げデータ

業務（ジョブ）の自動化とその実行監視
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問題発生時の対応プロセス全体の監視と統制３

メイン画面 関連案件状態画面（エスカレーション先の詳細）

案件がどの段階までエスカレーション

 
されたかわかります（サマリ表示）
•I （Incident）

 

：インシデント管理
•P（Problem）

 

：問題管理
•C（Change）

 

：変更管理
•R（Release）

 

：リリース管理

さらに詳細がわかります。

 
エスカレーション先の案件は

 
調査中？担当者は？

 

など

詳細表示

インシデント管理 問題管理 変更管理 リリース管理

エスカレーション
（作業依頼）

エスカレーション
（作業依頼）

エスカレーション
（作業依頼）

参照
依頼した作業の
状況はどうだろう？

ＩＴＩＬ®に沿った運用プロセスの統制を実現。エスカレーションや作業状況の監視など、

 作業統制に必要な運用を支援し、作業手順の未整備によるリスクを軽減します。
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システム運用ログの収集と監査対応支援３

●業務運用の変更、サーバ上で動作するアプリケーションの更新、ユーザ情報の追加・変

 更といった、サーバ運用に関するログ情報を自動収集し一元管理します。また、検索機

 能などにより、監査時の運用を容易化します。

運用実績の記録運用実績の記録

監査に必要な視点と
業務システムの運用実績の記録

監査に必要な視点と
業務システムの運用実績の記録

監査証跡管理の提供監査証跡管理の提供

「見たい情報」を

 「使いやすい形」で

 収集

 

「見たい情報」を

 「使いやすい形」で

 収集

収集した大量のログ

 をバックアップして

 長期保管

 

収集した大量のログ

 をバックアップして

 長期保管

「いつ」「誰が」「どの権限で」

 「どこから」「何をした」

 という監査の実現

 

「いつ」「誰が」「どの権限で」

 「どこから」「何をした」

 という監査の実現

収集収集 保管保管

監査監査

監査

 
ログ

内部（情報システム部門）・

 
外部監査人・経営者など

システムの変更

業務運用の変更業務業務

システムシステム

（監査に必要な視点） （運用実績の記録）

ユーザ情報操作

 ログ

ログ

人人

ログ
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さらなる
 

企業価値の向上を目指して

４
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内部統制の進行とＩＴ部門の役割

文書化の整備し、不備や根本の改善を実施していく場合や継続的に統制を実文書化の整備し、不備や根本の改善を実施していく場合や継続的に統制を実
施する場合には、ＩＴ部門の関与する範囲が大きくなる。施する場合には、ＩＴ部門の関与する範囲が大きくなる。

監査の支援
→法対応システムの改善

統制の強化
→業務の統合・自動化（システム化）の拡大

IT部門の組織化
→ガバナンスの強化・運用の自動化

４
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（
業

 務
 部
 門
 ・

ユ
 ー
 ザ
 部
 門
 ）

（
業

 務
 部
 門
 ・

ユ
 ー
 ザ
 部
 門
 ）

事
業
部
門

事
業
部
門

ＩＴサービスの向上による攻めのＩＴ経営の実現

人事サプライチェー経営管理

モニタリン

Forecasting

シミュレーショ

調達

生産

物流

在庫

品質

人事

勤怠

給与計算

賞与計算

退職金管理

年末調整

旅費精算

財務会計

売掛金

固定資産

資金管理

財務管理

一般会計

経費精算

買掛金

販売管理

引合・見積

受注

価格

出荷

請求

与信

経営経営

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
部
門

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
部
門

ＩＴサービスの継続的な提ＩＴサービスの継続的な提

情報を仲介した業務の全体最適情報を仲介した業務の全体最適

正確な情報の保正確な情報の保

••ＩＴの運用・維持はこれからの企業経営の核となる。ＩＴの運用・維持はこれからの企業経営の核となる。

４
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内部統制を支えるITおよびIT部門のありかた

（株）日立コンサルティング

 

テクニカルディレクタ

伊藤泰樹

※

 

本文中に記載されている会社名・商品名は、各社の商標または登録商標です。
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